










はじめに  

新生児細菌感染症に対する免疫学的治療法を評価する一つの指標として,顆粒球過酸化水

素産生能をフローサイトメトリーを用いて測定し,臨床経過との相関について検討した。ま

た,新生児血漿フィブロネクチン(FN)を測定し,在胎週と FN の相関,新生児敗血症における

FN の動態,ならびに交換輸血症例の FN の推移について検討した｡ 


